
令和７年７月１０日（木） 

岡谷市男女共同参画審議会 

　第１回岡谷市男女共同参画審議会 

 

会　　　　議　　　　録 

 

【出席者】 

○委員（１０名） 

鮎沢 美知 委員、赤間 公子 委員、有賀 メアリー委員、今井 郁乃 委員、 

柏原 明彦 委員、北村 隆雄 委員、熊井 巻文 委員、髙橋 祥二 委員、 

濵　喜一郎 委員、矢崎 京子 委員、 

 (※欠席者･･･梅垣 つね 委員、小口 まゆみ 委員、藤森 賢二 委員、 

アドバイザー長野県男女共同参画センター 血脇 秀明 所長) 

 

（事務局） 

地域創生推進課長　  日岐　充利 

地 域 創 生 推 進 課 主 幹　 土屋　文子 

 



- 1 -

第１回岡谷市男女共同参画審議会　会議録 

令和７年７月１０日（木） 

午前１０時～午前１１時２０分 

市役所６階　６０５会議室 

 

●市民憲章唱和 

 

１　開会 

 

２　会長あいさつ 

皆さんおはようございます。 

毎日暑い日が続いていますが、皆さんお元気でしたでしょうか。 

今回初めての方もいらっしゃいますが、引き続きご審議いただく方がほとんどですので、よろ

しくお願いいたします。 

昨年度の皆様の審議を経て、第 7 次岡谷市男女共同参画計画が、策定できました。基本目標で

は、施策別にすっきりとまとめることができました。審議内容もそれぞれ明文化できたと思いま

す。 

今年は 5ヵ年計画の実施初年度ということになります。 

本日は市から第 7 次岡谷市男女共同参画計画について、改めて説明を受けます。進め方などに

ついて、ご審議いただければと思います。 

審議が円滑に進められますようよろしくお願い申し上げ、挨拶といたします。 

 

３　自己紹介 

　・名簿順に自己紹介。 

＊梅垣 つね 委員、小口 まゆみ 委員、藤森 賢二 委員 、アドバイザー　長野県男女共同参画 

センター“あいとぴあ”の血脇所長　欠席 

　・事務局 

　　 

４　議　事 

（１）「令和６年度男女共同参画推進事業実施状況」及び 

「令和７年度男女共同参画推進事業実施計画」について 
 会長 

 
 
 
 
主幹 
 
 
 

　それでは本日の議事に入ります。 
次第に従いまして、議事（１）「令和６年度男女共同参画推進事業実施状況」

及び「令和７年度男女共同参画推進実施計画」について、事務局から説明

をお願いします。 
 
≪令和６年度男女共同参画推進事業実施状況及び令和７年度男女共同参

画推進実施計画についての説明≫ ⇒内容省略 
≪男女共同参画計画 おかやプランⅦの概要の説明≫ ⇒内容省略 
　（資料１，資料２） 



- 2 -

 

（２）男女共同参画に関する岡谷市の現状について 

  
会長 
 
 
 
 
会長 

 
ただいま、事務局から説明のありました説明について、ご意見、質問等

ありましたらお願いします。 
 
　≪特になし≫ 
 

審議会として、「令和６年度男女共同参画推進事業実施状況及び令和７

年度男女共同参画推進事業計画」について、市から報告を受けたというこ

とでよろしいでしょうか。 

 会長 
 
 
主幹 
 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
主幹 
 
 
 
 
 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に進みます。議事（２）「男女共同参画に関する岡谷市の現状」について、

事務局から説明をお願いします。 
 
≪男女共同参画に関する岡谷市の現状について 説明≫ ⇒内容省略 
（資料３） 
 
ただ今、事務局から説明がありました事項について、ご意見ご質問等が

ありましたらお願いいたします。 
 

いつものことながら、女性のなり手がないということになってしまいま

すが、今のこの各課の取り組み状況のところを見て、審議会の女性の登用

の表ですけど、この決め方というのはどのように構成して示しているので

しょう。 
 

各審議会におきましては、団体からの推薦という形で委員を選出して決

定していることがほとんどです。そのため、団体の会長が委員となるケー

スが多く見受けられます。男性が多いという状況も見られますが、岡谷市

では、組織の構成にとらわれず、各団体の組織状況に応じた人材の中から

推薦をいただくよう、また、女性の積極的な推薦をお願いするように、各

課に依頼しております。 
 
例えば、空き家等対策協議会や流域下水道総合地震対策会議のように、

市民生活に直結する課題を扱う協議会において、近所の空き家問題や火災

の危険性といった具体的な困りごとを抱える市民、特に女性からの意見が

十分に反映されない状況が生じているのではないでしょうか。 
協議会において、特定の属性、例えば性別などの委員が極端に少ない場

合、本来 50 パーセント程度いることが望ましいところ、例えば委員の構成

比率が著しく低い状況が見受けられます。このような場合、その意見が十

分に反映されないまま意思決定が進んでしまう可能性があります。 
そこで、委員の選定方法を見直すことが重要だと考えます。例えば、各

グループや関係部署内で協議を行う際に、「この人が適任ではないか」とい

った候補者を積極的に選出する、といった方法が考えられます。選定方法

を工夫することで、委員の多様性が確保され、より幅広い視点からの意見

が反映されるようになり、結果として協議会の活性化や課題解決に繋がる

のではないかと期待しております。 
もともと、委員の構成比率が低い状況にあるため、現状のままでは、い

つまでも課題の解決が進まないように感じられますが、いかがでしょう
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（３）その他 

  
 
課長 
 
 
 
 
 
 
 
 

か。 
 
本市では男女共同参画推進協議会を設置しており、本日の報告内容と同

様の事項について、各担当課の職員にも報告を行っております。 
会長からご指摘のありました選任方法につきましては、各団体がそれぞ

れの基準で構成員を選任しております。もちろん、共通する団体から推薦

を受けている委員もおりますが、委員の重複を避けつつ、一般公募の形式

も取り入れて選任するよう、各担当課において努力しております。 
本日お話しいただいた内容も踏まえ、各担当課に対し、委員の選任にあ

たっては、会長がおっしゃるように、女性の意見がより反映されるよう努

めることの重要性をお伝えし、引き続き周知徹底を図ってまいります。 

 会長 
 
主幹 
 
会長 
 
 
Ａ委員 
 
 
 
Ｂ委員 
 
 
 
 
 
 
Ｃ委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会長 
 
 
 

　続いて、その他について、事務局から何かあればお願いします。 
 
特にありません。 
 
せっかくの機会ですので、計画に対しての要望や今後の進め方等、委員

さんから何かご意見があればお願いします。 
 

教育分野、特に中学校における学習についてお伺いしたいのですが、学

生たちの間での意識変化などに対応することは大変でしょうか。 
具体的には、性別によるいじめや、地位的な考え方などについてです。 

 
中学校においては、特に最近、男女間にいわゆるジェンダーの面で格差

があるとはあまり感じておりません。今いる中学校の生徒会長を務めてい

るのは女子生徒であり、代表者を決定する際などにおいても、むしろやる

気のある生徒が積極的に参加する傾向が見られます。それは男子がやると

か、それは女子がやるといったことは、今、だいぶ感じられにくい状況と

なっていると思います。 
 

委員の皆様の年齢層を拝見しますと、私を含め、非常に高いと感じて

おります。男女平等を推進していく上で、若い世代の意見を反映してい

くことは重要です。現在の日本の文化には、依然として「男尊女卑」の

意識が一部の男性に残っているのではないでしょうか。このような状況

下で、こういった方々の意見を聞いても、十分な効果が得られないと考

えられます。若い世代の意見を取り入れ、それを反映させていく方が、

良いと私は思います。そこで、今年度は既に決定しておりますが、来年

度以降の委員の構成において、若い世代の割合を増やすことをご検討い

ただければと思います。理想としては、男女比率を5対5にするだけでな

く、高齢者と若者の比率も5対5に近づけることを提案いたします。これ

は実現が難しい提案かと存じますが、ご参考にしていただければと思い

ます。 
 
現在、委員は2期目の方々が中心で、今年度で任期が終了する方もいら

っしゃいます。次期委員の募集にあたっては、ぜひご提案の趣旨に沿う

よう、よろしくお願いいたします。 
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 課長 
 
 
 
 
 
 
 
会長 
 
 
 
 
 
 
 
Ｄ委員 
 
 
 
 
 
 
Ｃ委員 
 
 
 
 
 

Ｅ委員 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
課長 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ委員 
 

様々な立場からご参画いただいている団体の皆様には、先ほどもお伝

えした通り、各担当者を通じて、団体の皆様が抱える課題、特に若い人

材の確保の難しさについて、お話を伺っております。担当者とも連携

し、努力してまいります。また、一般公募による新たな人材の登用も積

極的に進め、多様な意見を聴取できる体制を構築していきたいと考えて

おります。現時点で具体的な回答はできませんが、努力してまいります

ので、よろしくお願いいたします。 
 
長年の経験から得られる知見も重要ですので、世代や経験のバランス

を取りながら、意見交換を深めていくことが望ましいと考えます。現

在、多くの委員が職務を抱えており、会議への参加が難しい場合もある

かと存じます。そのような状況を踏まえ、柔軟な参加方法や、意欲のあ

る若い人材の発掘に努めることも有効かと存じます。他に何かご意見は

ございますか。 
せっかくですので、皆様一言ずついただけますでしょうか。 
 
一般公募、特に若い世代の方々への参加を促すことは重要だと考えま

す。商業分野では比較的若い方や女性が多い傾向にありますが、店舗運

営は少人数で行われている場合が多く、店舗を閉めてこないと参加でき

ないので、参加のハードルが高いことも事実です。それでも、一般公募

を通じて若い方々に参加いただき、意見を述べる場があることは大事だ

と思うので、そういったふうに変えていった方がいいと思います。 
 
会議の時間帯について、夕方や夜間に設定することで、若い方の参加

が促進される可能性もございます。また、青年会議所や商工会議所な

ど、若い世代が多く所属する団体への声かけも有効かと存じます。来年

度から段階的に、将来的には若い世代の委員が半数程度を占めるような

構成を目指していただけるようにお願いしたいと思います。 
 
若い世代の参加促進について、昼間の会議への参加が難しいという現

実、そして、委嘱ということになっていますので、例えばですが、特定

の企業や業種から、意欲のある方を「一本釣り」で推薦していただくと

いった形で、土曜日などに意見交換会を設定することも、参加のハード

ルを下げる一助となるかもしれません。ただし、こうした取り組みに

は、市の職員の方々の負担増といった課題も想定されますが、まずは、

我々のようなメンバーが入って、どのように考えているのか等の意見交

換をしていくようなことを計画されたらいかがかと思います。現在、こ

のような若い人たちから意見を求める仕組みはあるのでしょうか。 
 
審議会においては、様々な立場の方々の意見を平等に反映させるとい

う経過があり、その中で一定の制約も生じているかと存じます。皆様の

ご意見を踏まえ、徐々に新しい意見を取り入れつつ、推薦制度の導入に

ついても、公平性を保ちながら、担当課で検討してまいります。審議会

に最も適した形での推薦制度の導入を目指しますので、参考にさせてい

ただきます。 
 
 
若い世代の参加促進について、様々なご意見が出されました。会議の

時間帯を夕方や夜間に設定することで、働き盛りの若い世代は比較的参
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Ｆ委員 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｇ委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ委員 
 
 
 
 

加しやすい、働いているかたが多いので昼間だと女性の参加が難しくと

思う中で、民生委員も今年改選で委員の選定をすすめているのですが、

現在、岡谷市では14地区に分けて活動しており、地区会長14名のうち女

性は2名です。今後、女性の地区会長を増やすなど、女性の参画を促進し

ていきたいと考えております。また、委員の高齢化や固定化も課題であ

り、私自身も6年間委員を務めてまいりましたが、より若い世代に交代

し、新しい意見を取り入れていくことが重要だと感じております。 
 
若い世代の参加について、私が所属する労務対策協議会では、会長が

持ち回りで選出され、2年ごとに交代します。私も前回副会長を務め、今

年度会長となりましたが、委員の多くが60歳以上であり、若い世代の参

加は容易ではありません。対策協議会の理事も男性が中心であり、女性

比率は0%です。こうした状況から、水面下での働きかけも含め、企業か

らの若い世代や女性の登用を促進していくことが今後の課題だと考えて

おります。 
 
本日のお話をお伺いしていて、アンコンシャス・バイアス（無意識の

偏見）という話がありましたが、子どもたちの中に、いわゆる性差で自

分の役割をある程度決めてしまうという意識は小中学校の中では現在、

固定化しつつあるかというと、あまりないような気がします。以前の方

が男子は元気で女子はおしとやかにということもありましたが、今はあ

まりそういったことはなく垣根はどんどん取り払わせてきているかなと

思います。ただ、無意識のうちに多分自分は、こんなふうに生きていく

んだろうなとか、あるいはこういうことは男子がやった方がいいんだろ

うなとか、これは女子に任せておけばいいんだろうなということが、や

はり小中学校の集団生活の中で生まれていているということも同時にあ

るのかなと。その辺りをきちんと掘り起こしていけるような、それは道

徳の授業であったり、あるいは人権教育の授業であったりということを

一気にやるよりも、地道に継続的にやっていくことが小中学校の役割な

のかなと思いながら聞かせていただいた。 
それを継続していって、その子たちが大人になっていったときに、よ

り開かれているか、開かれていく形になるのかと思います。 
 
私は栄養士会としても様々な会議に出席しております。昼間や夜間とい

った時間帯に関わらず、勤めている方が会議に参加することは容易ではあ

りません。栄養士会の会員のほとんどは女性であり、今後も女性の参加者

が増えると考えられます。若い世代が参加しやすい時間帯が良いという意

見もありますが、高齢者と若者が半々で構成される場合、高齢者にとって

は夜間の参加が負担となることも考えられます。私自身は昼間の会議の方

が参加しやすいと感じております。雨の日の夜間運転が難しくなるよう

に、時間帯の設定には様々な配慮が必要かと存じます。男女半々の構成は

理想的であり、女性が半数近くを占めることも望ましいと考えますが、状

況もいろいろあると思います。 
 

大学での授業では、結婚に関する話し合いの中で、料理などの家事を

期待する男性学生もいますが、そのような考えを持つ学生は徐々に減少

し、より開かれた考えを持つ学生が増えていると感じます。また、別の

課題ですが、シングルマザーが会議に参加しやすくなるよう、子どもを

見てくれる制度があるといいなと思います。自分も子どもが小さい頃に

このような制度があればいいなと感じていました。あとは、良い面と悪
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５　閉会 

  
 
 
 
Ｈ委員 
 
 
 
 
 
 
会長

い面の両方がありますが、SNSの活用も若い世代からの意見表明の手段の

1つではないかと思います。 
 
私が勤務しております幼児教育学科では、保育士を目指す学生のう

ち、約3分の1が男子学生です。学生たちの学習意欲や、真剣に講義を聞

く姿勢を見ていると、多様な世代の学生が大学で学ぶことの意義を感じ

ます。男子学生がお弁当を作っている姿などを見ると、社会も変化して

きていると感じます。オンラインでの参加も可能なのではないかと考え

ます。 
 
本日は様々なご意見をいただき、誠にありがとうございました。皆様

からのご意見を参考に、今後の進め方を検討してまいります。本日の予

定事件は全て終了いたしました。 
 
以上を持ちまして、第１回岡谷市男女共同参画審議会を終了いたしま

す。ありがとうございました。 


